


新型コロナウイルス
感染症の対応記録
（2020/5/25現在）
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当
院
は
、千
葉
県
の
要
請
を
受
け
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
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ん
の
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療
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。

　
当
院
の
方
針
と
し
て
、感
染
症
以
外
の
患
者
さ
ん
の
高
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度
医
療
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。で
す
か

ら
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者
さ
ん
の
病
状
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
診
療
機

能
の
一
時
的
な
縮
小
、予
定
さ
れ
た
診
察
日
や
入
院
期
間
の

変
更
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。感
染
者
急
増
の
際
に
は

入
院
病
棟
の
移
動
、一
部
エ
リ
ア
の
立
ち
入
り
制
限
な
ど
も

行
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
当
院
に
医
療
資
材
や

食
料
品
な
ど
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。職
員
一

同
、大
変
励
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

対策本部を設置 2月18日、新型コロナウイルス感染症対策本部
（本部長：病院長）を設置。状況が日々変化してい
く中で、国や県、市など関係各所と連携しながら、
次 と々対策を実施しています。

感染制御部
部長 猪狩 英俊
（感染症専門医）

医
療
現
場
を
守
る
。

い
の
ち
を
救
う
。

事故などで搬送されてくる救急患者さんも
感染を疑い、すべて防護具で対応していま
す。発熱や病歴などの聴取、CT検査で肺の
チェック、PCR検査を行います。医療者は
感染リスクを心配し、家族と離れて病院が
用意したホテルに宿泊している者もいます。
支えてくれている家族にも感謝しています。

救急科
科長 中田 孝明

救急患者に対する感染対応を強化

感染症の患者さんを看護する毎日。安全対策を最優先にしつつも
看護の質は下がらないよう、意見を出しながら手順書を作ってケア
を続けています。退院した患者さんのご家族から「ずっと寄り添っ
てくださり、感謝しています」と手紙が届き、皆で涙したこともあり
ました。他の病棟でも患者さんの移動などがあり、負担が増えてい
ますが、強い責任感と連携で業務に当たっています。

患者さんに寄り添い続ける看護師たち

感染制御部
看護師長 千葉 均
（感染管理認定看護師）

感染管理認定看護師とし
て、感染症の患者さんや
接触者の領域を分ける
「ゾーニング」を行ったほ
か、マスクやガウンなどの
防護具を安全に脱ぐ方法
などを指導して、皆で院
内感染の防止に努めてい
ます。

放射線科でも防護具でCT検査を行います。

「良いケアは私たちの元気から」と
季節の飾り付けをして和んでいます。
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入館前健康確認所（テント外来）を設置

千葉大学内で完結型の検査体制を整備千葉大学内で完結型の検査体制を整備

たくさんのご支援、ありがとうございます。

インターネットでも承っています。

●厚生労働省
●千葉県
●千葉市
●国立大学病院長会議
●千葉県歯科医師会
●千葉県日中友好協会
●千葉県民保健予防財団
●いのはな同窓会
●臨床医学研究助成会

●Serge源’s
●泉工医科工業
●ドミノ・ピザ・ジャパン
●千葉銀行
●日本コカ・コーラ
●伊藤園
●ロート製薬
●卒業生・修了生の皆様
●ジャニーズ事務所

●山田歯科医院
●千葉トヨペット
●アイアンマンチャイナ日本事務局
●アリババ公益基金会
●ムトウ
●ジャパンハート
●公益財団法人ちば県民保健予防財団
●モンベル
●ミネベアミツミ

ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様

職員の感染対策に関する研修職員の感染対策に関する研修

感染した妊婦さんの出産をシミュレーション
30分以内に赤ちゃんを取り出すことを目標に、多職種で訓練しました。感染対
策をしながら、実際の動きを確認。防護具の脱ぎ方も、介助者と2人1組で練
習しました。

PCR検査を入院・外来内視鏡検査前の
患者さん全員に

千葉大学真菌医学研究センターの
検査機器を活用

外来患者さんで発熱などがある場
合、入館前にテント内で健康確認を
実施。千葉大学看護学研究科が運
営に協力しました。

調達が難しくなっている
医療資材、食料品など、
たくさんの寄贈をいただ
き、元気づけていただき
ました。本当にありがとう
ございます。

ハイレベルの検査設備・機器を活用し、研究者も
全面的に協力しています。病院検査部の皆さんと
ともに大学内で完結した検査体制を整備し、検
査結果を半日または1日でスピーディーに出して
います。 千葉大学真菌医学研究センター

教授 亀井 克彦

新しいサービスの開始新しいサービスの開始 メンタルヘルスの支援メンタルヘルスの支援

当院のDPAT（災害派遣精神医療チーム）が
ダイヤモンドプリンセス号で支援活動
下船を待つ乗客・乗員や船医を厚生
労働省の依頼で支援。
また、当院のメンタルヘルス支援は、
患者さんを対象にも行っており、佐々
木剛医師を中心に活動しています。

メンタルヘルス支援チームが職員を支援
普段とは違う対応を余儀なくされ、不安や
ストレスを抱えたまま、強い責任感を持っ
て働き続けている職員がいます。決して
無理をしてほしくない、との思いから、当
院のスタッフケアセンターと精神神経科
が協力して相談に対応しています。

電話診療とFAXによる処方箋発行
事務職員が事前確認を行い、後日医師からお電話して診療します。対象
は、慢性疾患などで定期受診されている患者さんのうち、症状が安定し
ており、医師が可能と判断した方です。

●初診の方
●前回受診時から保険証に変更のある方
●在宅物品(アルコール綿等)の受け渡しが必要な方
●使用中のお薬の内容や残数によって不可と判断した方

対象外

※詳しくは、
　ホームページで
　ご案内しています。

リハビリは、
自宅で動画を見ながら
リハビリ外来の一部縮小に伴い、手術前のリハビリは、職員の実演動画
を患者支援センターまたは当院公式YouTubeでご視聴ください。

043-226-2603（千葉大学病院・寄附担当）
●ご寄附についてのお問い合わせ

ジャニーズグループ「Johnny's Smile Up! 
Project」様より、個人防護具をいただきました！

5月1１日、正面玄関横に設置したテントで
PCR検査を開始。事前に陰性を確認してお
くことで、安心して手術や検査を行うことが
できます。

検査部　部長 松下 一之

※この他にもたくさんの方から、
　ご支援をいただいています。いのはなハーモニー 2020.63














